（法第１０条第１項関係様式例）設立についての意思の決定を証する議事録
※作成した議事録の謄本(議事録全部のコピー)を提出してください。
　　※原本は法務局での登記の際に必要ですので、保管しておいてください。
特定非営利活動法人○○○○設立総会議事録
１　日　　時　平成○○年○○月○○日○○時から○○時まで
２　場　　所　福島県○○市○○町○丁目○○番地　○○会館○○会議室
３　出席者数　○○○人(うち書面表決者○○人、表決委任者○○人)
４　審議事項
　(1) 議長選任の件
　(2) 議事録署名人の選任の件
　(3) 設立趣旨に関する件
　(4) 定款に関する件
　(5) 設立当初の財産に関する件
　(6) 平成○○年度及び平成○○年度の事業計画並びに活動予算について
　(7) 役員等に関する件
　(8) 入会金及び会費について
　(9) 確認書について
　(10)設立代表者の選任について
５　議事の経過の概要及び議決の結果
　(1) 議長に○○○○が全会一致で選出された。
　(2) 議長より、議事録署名人を○○○○、○○○○を選任したいとの提案があり、承認された。
　(3) ○○○○より、別紙の設立趣旨により特定非営利活動法人を設立したい旨の提案があり、審議　　　の結果、全会一致で可決された。
　(4) ○○○○より、別紙定款案が提出され、審議の結果、全会一致で承認された。
　(5) 設立当初の財産について、別紙財産目録を配布し諮ったところ、全員異議なく承認された。
　(6) ○○○○より、平成○○年度及び平成○○年度の事業計画並びに活動予算について提案があり、　　全会一致で可決された。
　(7) ○○○○より、役員の選出について提案があり、理事に○○○○、○○○○、○○○○、監事　　　に○○○○を選出した。また、役員報酬は該当無しとした。
　(8) ○○○○より、①正会員：入会金○○○円、年会費○○○円、②賛助会員：入会金○○○円、　　　年会費○○○円とする旨の提案があり、審議の結果、全会一致で可決された。
　(9) ○○○○より、別紙確認書により説明があり、当団体が特定非営利活動促進法第2条第2項第2　　　号及び同法第12条第1項第3号に該当することを全員で確認した。
　(10) 議長より設立代表者について諮ったところ、○○○○を選任することが全会一致で可決され　　　た。また、議長より、申請に際して定款その他申請書類の軽微な変更が生じた場合は、設立代表　　　者○○○○に関係事務を委任する旨提案があり、全会一致で承認された。
　　以上、この議事録が正確であることを証します。
  　平成○○年○○月○○日
                                      議　　　　長                    印
                                      議事録署名人                    印
                                           同                         印
（備考）
 １　３には、書面表決者又は表決委任者がある場合にあっては、その数を付記する。
 ２  署名は自署とする。
 ３　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。
